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 本説明書は、いつでも使えるよう大切に保管してください。 

英文取扱説明書が必要な場合は、URL：https://www.smcworld.com/からダウンロードしてください。 
English instruction manual can be downloaded from our URL：https://www.smcworld.com/ 

 
 

本取扱説明書は製品の設置および運転について説明しています。本製品

の基本的な運転方法をよく理解している人、または工業装置の取り扱い

について基本的な知識および能力を持つ人が作業を行ってください。 

 



 

はじめに 
 

この度は、ヒートレス式エアドライヤをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

 

本製品を末永く安全にご利用して頂くために、必ず本取扱説明書(以下「本書」といいます)を読んで、 

内容を十分に理解した上でご使用下さい。 

 

● 本取扱説明書に記載してある警告・注意事項は、ISO4414* 1 ) JIS B8370* 2 ) および他の安全規制に

加えて必ず守って下さい。 

*1)  ISO 4414: Pneumat ic f lu id power – General  ru les and safety requirements for  

systems and their  components 

*2) J IS B 8370: 空気圧―システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項  

 

● 本書は本製品の設置および運転について説明しています。本書により基本的な運転方法をよく理解してい

る方、またはその設置および運転を行う工業装置の取扱について基本的な知識および能力を持つ人以外は、

作業を行うことができません。 

 

● 本製品に付属している本書やその他の書類の内容は、契約条項の一部分になったり、既存の合意や約束ま

たは関係が修正･変更されるものではありません。 

 

● 事前に当社に承諾を受けずに、本書のいかなる部分も第三者が使用する目的のために複写することを禁じ

ます。 

 

● 英文取扱説明書が必要な場合は、当社ホームページ（URL：https://www.smcworld.com/ ）からダウンロ

ードしてご使用下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：本書の内容は予告なしに改訂されることがありますので、あらかじめ

ご了承願います。 
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安全について 
 

本製品を使用する前に、本取扱説明書に出てくる重要警告事項 

を注意深く読み、よく理解してから使用してください。 

i - 1  警告 本製品を使用する前に 

本章では、特にお客様が製品を取り扱う上での安全に関して記載しています。 

・本製品は圧縮空気除湿用です。それ以外の目的で使用した場合のトラブルについては、製造業者に責任はありません。 

・本製品は高電圧下で稼動し、運転中は製品内部には高温になる部品や回転する部品があります。部品交換、あるいは修理する場合には

専門業者に依頼してください。 

・本製品を運転する人ばかりでなく、メンテナンスや製品に関わる作業を行う人および製品付近での作業を行うすべての人が、本取扱説

明書の安全に関する記述をよく読み、十分理解してから作業を行ってください。 

・本取扱説明書は、安全教育担当者が実施する総合的な安全・衛生マニュアルではありません。 

・本製品または本製品付近で作業する人は、本製品固有の危険性に関する認識や安全対策に関する十分な訓練を受ける必要があります。 

・安全規準の遵守は管理者にその責務がありますが、日常的な作業を行う上での安全基準の遵守は、オペレーターやメンテナンス担当者

１人１人の責任で行う必要があります。 

・オペレーターやメンテナンス担当者は、それぞれの作業において安全性を十分考慮した作業場所や作業環境に配慮する必要があります。 

・製品に関する作業訓練の前には、十分な安全教育を受ける必要があります。安全教育が不十分な状態での作業訓練は大変危険です。安

全性に配慮の無い作業訓練は絶対に行わないでください。 

・本取扱説明書は、上記作業者がいつでも読むことが出来るところに大切に保管してください。 

・製品を分解したり、改造したりしないでください。分解や改造された製品につきましては保証できません。 

i -1-1 本文に記載の危険・警告・注意について 
製品の安全で正しい運転および作業者の負傷や製品の損傷を防止することを目的として、本取扱説明書は、危険の重大性および

緊急度によって「危険」「警告」「注意」の３段階に分けて表示しています。安全に関する重要な事項を含んでいますので、表示

されている箇所の確認、諸注意や警告事項をよく読み、十分理解してから製品を取り扱ってください。 

「危険」「警告」「注意」は、重大性の順（危険＞警告＞注意）となっています。下記にその内容を説明します。 

危 険 
「危険」項目は、製品の操作および保守・点検作業中に、作業者が誤った取り扱いをした場合や危険を回避

するための遵守事項を怠ったりした場合、作業者が重傷を負ったり、または死にいたる危険性のある災害に

ついて記述しています。 
 

警 告 
「警告」項目は、製品の操作および保守・点検作業中に、作業者が適切な手順を踏まなかったり、危険を回

避するための警告事項を怠ったりした場合、作業者が重傷を負ったり、または死にいたる可能性のある災害

について記述しています。 
 

注 意 
「注意」項目は、製品の操作および保守・点検作業中に、作業者が適切な手順を踏まなかったり、危険を回

避するための警告事項を怠ったりした場合、作業者が軽程度の負傷を負ったり、製品や設備機器および製品

に損傷を与える可能性のある災害について記述しています。 

 

ｉ
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i - 2  危険分類と危険警告ラベル貼り付け位置 
作業員の安全を守るために本製品には、特有の危険分類とそれらを表示する危険警告ラベルを貼っています。作業する前

に、必ず危険分類の内容と危険警告ラベルの貼り付け位置を確認してください。 

警 告 
・本製品の取り扱いは専門家が行ってください。 

・輸送や設置および保守作業は危険がともないますので、本製品および付帯の設備製品について

十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

・サービスマンまたは有資格者以外は、分解しないでください。 

 

警 告 

異常が発生した場合は、本取扱説明書の指示に従って対処してください。 

・「5 章 異常の原因と発生時の対処」に沿って異常内容を確認します。 
・保守を依頼します。 

 

警 告 
・いかなる異常が発生した場合でも、製品は運転しないでください。 
・故障した場合は即座に製品の運転を停止し、サービスマンまたは有資格者を呼んで対処してく 

  ださい。 

 
i - 2 - 1  危険分類 

本製品固有の危険分類は、下記のとおりです。 

電気に関する危険 

本製品は高電圧下で作動するため、内部で感電する恐れがあります。そのため製品や本取扱説明書中に  

マークで重要事項としてのサインを「危険」「警告」「注意」表示と併記しています。 
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i - 2 - 2  電気に関する危険 
本製品の内部には、ケースで隔離された高電圧のかかった電源供給部があります。ケースを外したまま製品を運

転しないでください。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってください。 

警 告 
・危険ラベルの内容をよく読んで、十分留意してください。 
・危険警告ラベルをはがしたり、こすったりしないでください。 
・危険警告ラベルの貼りつけ位置をよく確認してください。 

 
 

i - 2 - 3  空気圧回路に関する危険 

警 告 
本製品の部品交換・部品清掃の際には必ず本製品内の圧縮空気圧力を抜いて”0”としてください。

製品内に圧縮空気圧力が残っていますと部品をゆるめた際に、急激な部品飛び出し等の思わぬ事

故となる可能性があり非常に危険です。 
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i - 3 保証および免責事項／適合用途の条件 

 

製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣、｢適用用途の条件｣を適用させていただきます。 

下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください。 

 

『保証および免責事項』 
 

① 当社製品についての保証期間は、使用開始から1年以内、もしくは納入後1.5年以内、いずれか早期に到達する期間で

す。 

また製品には、耐久回数、走行距離、交換部品などを定めているものがありますので、当社最寄りの営業拠点に

ご確認ください。 

② 保障期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった場合には、代替品または必要な交換部品の提供

を行わせていただきます。 

なお、ここでの保証は、当社製品単体の保証を意味するもので、当社製品の故障により誘発される損害は、保証

の対象範囲から除外します。 

③ その他製品個別の保証および免責事項も参照、理解の上、ご使用ください。 
 

 

『適用用途の条件』 
 

海外へ輸出される場合には、経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)、手続きを必ず守ってください。 
 

 

注 意 
 

当社の製品は、自動制御機器用製品として、開発・設計・製造しており、平和利用の製造業向けとして提供しています。 

製造業以外でのご使用については、適用外となります。 
 

 

注 意 
 

当社が製造、販売している製品は、計量法で定められた取引もしくは証明などを目的とした用途では使用できません。 

新計量法により、日本国内でSI単位以外を使用することはできません。 
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1-1 各部の名称 
1 - 1 

ID Series 

１ 各部の名称 
 

1-1 各部の名称 

ID20□～30□ 
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1-1 各部の名称 
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ID40□～60□ 
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2-1 輸送方法   
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２ 輸送と設置方法 

警 告 
・製品を正しい方法にて使用し、製品の設置および操作、保守、点検中は特に人体に対する安全

に気をつけてください。 

・重要設備、機器に使用する場合は保護製品の作動による停止や故障による停止に備え、予備機

やそれに替わる製品を用意してください。 
 

注 意 
輸送、設置および危険な作業を含む保守は、本製品およびシステムに関して十分な知識と経験を

持った人のみが行えます。 

2-1 輸送方法 
本製品を輸送する場合は、必ず以下の内容をお守りください。 

• 本製品を持ち上げる場合は、横倒しや落下に十分注意して持ち上げてください。 
• 本製品は吊り上げないでください。 
• 本製品の空気出入口継手にエアフィルタ等の部品を取り付けて輸送しないでください。やむを得ず部品を取り

付けて輸送する場合には、輸送振動の影響を受けないように取り付け部品をブラケット等で支持して本製品側

に影響が出ないようにしてください。 
 

警 告 
本製品は重量物であり輸送の際に危険がともなうため、必ず上記指示を守ってください。 

ID20*～60*は 7～25kg あります。二人で運ぶか台車等で輸送してください。 

2-2 設置方法 
2 - 2 - 1  設置環境 

本製品を以下の環境で使用または保管しないでください。正常に動作しないばかりでなく、故障の原因

となります。 
• 雨水・水蒸気・塩水・油などがかかる状況 
• ほこり・粉体がある場所 
• 引火性、爆発性ガスがある場所 
• 腐食性ガス・溶剤・可燃性ガスがある場所 
• 直射日光の当たる場所、放射熱のある場所 
• 周囲温度が以下の範囲を超える場所 

運転時 5～50℃ 
保管時 0～50℃（だだし、配管内部にドレン水がないこと。） 

• 急激な温度変化がある場所 
• 強い電磁ノイズが発生する場所（強電界・強磁界・サージが発生する場所） 
• 静電気が発生する場所、本体に静電気を放電させる状況 
• 強い高周波が発生する場所 
• 雷の被害が予想される場所 
• 車両および船舶等の乗り物への搭載 
• 高度が 2000 メートル以上の場所 
• 強い振動・衝撃が伝わる状況 
• 本体が変形するような力、重量がかかる状況 
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2-2 設置方法   
2 - 2 
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• 吸着剤の再生に使用した空気及びインジケータを通過した空気はヒートレス式エアドライヤの外部に排出す

ると問題のある場所 
• 製品の排出口から空気が排出されると問題のある場所 
• 急激な圧力変動や流速変化が起こる場所 

 

警 告 
下記のような物質が圧縮空気中および周囲の雰囲気中に含まれている環境では使用または保管をし
ないでください。故障の原因になるばかりでなく、部品の破損等により怪我のおそれがあります。 
・腐食性ガス、有機溶剤、化学薬品 

 

2 - 2 - 2  製品の固定方法 

• 振動の少ない安定した水平な平面に設置してください。 

• 寸法は「6 章 6-2 外形寸法図」を参照してください。 
 

2 - 2 - 3  空気圧配管 

• 圧縮空気入口と圧縮空気出口への接続は、ユニオン等により行い、取り外しできるようにしてください。 

• 圧縮空気出入口継手にエアフィルタ等の部品を取り付ける場合は、本製品に無理な力が加わらないように部品

をブラケット等で支持してください。 

• エアコンプレッサの振動が伝わらないように十分注意してください。 

• 圧縮空気の入口温度が 50℃を超える場合には、エアコンプレッサの後にアフタークーラを設置したり、エア

コンプレッサの設置場所の温度を下げたりして、50℃以下になるようにしてください。 

• 圧力変動(脈動)が大きい空気源の場合には、エアタンクを設置する等の対策を行ってください。 

• 配管の際ゴミやシールテープ、液状ガスケット等の異物が入らないよう配管内を十分にフラッシングしてから

接続してください。配管内にこれらの異物が混入すると冷却不良や作動不良の故障原因となります。 

• 配管は使用圧力・温度に十分耐えられるものとし、接続部は漏れがないように確実に取り付けてください。 

• “必要出口空気流量+再生空気流量”以上の供給能力がある空気圧ラインに取り付けてください。 

• 一次側にはミストセパレータ（AM シリーズ）を取り付けてください。圧縮空気中にオイルミストやゴミなど

の異物があると吸着剤の毛管組織が閉塞し、吸着能力を著しく低下させると同時に準用を短くします。また、

ドレン（水滴）等の流入は吸着剤の早期劣化等に繋がるので避けてください。なお、吸着剤の粉などによる汚

染を嫌う場合は、二次側にミストセパレータまたはマイクロミストセパレータ（AMD シリーズ）を使用して

ください。 

• エアコンプレッサを停止させずに保守点検が出来るように必ずストップバルブをもつバイパス配管を設けて

ください。 

• アースを取り付ける場合は、IN/OUT 配管の M4 ねじのいずれかに取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IN OUT
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2-2 設置方法   
2 - 3 

ID Series 

• Z タイプ（低露点）を使用する場合には、必ず一次側に冷凍式エアドラヤを設置してください。 

• 減圧弁を取り付ける場合は、ヒートレス式エアドライヤの二次側に取り付けてください。なお、一次側空気圧

力の低い状態で使用しますと除湿能力を発揮することができません。 
 

2 - 2 - 4  電気配線 

警 告 

配線作業は有資格者のみが行ってください。 
・安全のため、配線作業の前には電源を遮断してください。活電状態では絶対に作業しないで

ください。 
・電源は安定した所（サージの影響を受けない）から供給してください。 
・感電防止のため、6-1 仕様一覧表を参照し、適正な漏電容量と負荷容量をもった漏電ブレー

カを供給電源側に取り付けてください。 
・安全のため、アース接続は必ず行ってください。 
・アースは水道管、ガス管、避雷針には絶対に接続しないでください。 
・タコ足配線は発熱や火災等の原因となり危険です。絶対におやめください。 
・電源配線を改造して使用しないでください。 

 
 
配線方法 

型式（電源仕様）によって 2通りの場合があります。 

■ID200～600/201～601（100/110V 仕様）の場合 

・電源プラグは交流 100/110V の専用コンセントに差し込んでください。 

・電源コードの延長はテーブルタップ等で行わないでください。電圧が低下し、運転しない場合があります。 

■ID205～605/206～606（200/220V 仕様）の場合 

・電源（AC200/220V）を端子台に接続してください。 

・アースを付ける場合は、IN/OUT 配管の M4 ねじのいずれかに取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IN OUT 
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2-3 本製品を再設置する際の注意   
2 - 4 

ID Series 

 
電源ケーブルの仕様 
以下の電源ケーブルを取り付けてあります。 
電源ケーブル： 0.75 ㎜ 2（18AWG）、2 芯、ケーブル外形 約 2.7～5.4 ㎜ 
電源ケーブルの長さ 

本製品からの電源ケーブルの長さは、2ｍです。 

 

2-3 本製品を再設置する際の注意 

注 意 
本製品を別な場所で再設置する場合は、本製品と付帯の設備製品について十分な知識

をもった人が行ってください。また、下記項目は必ず実施してください。 
 

本製品を使用（試運転を含む）した後、別の場所へ移動、再設置する場合は、下記の項目および 2 章全体を 
実施の上、移動、再設置を行ってください。 

 
電源ケーブルの取り外し 
電源ケーブルを取り外す場合は、必ず元電源を遮断してください。 

 
空気配管の取り外し 

• 配管材を外した後のシール材の残りはきれいに取り除いてください。再設置時にシール材の残りが本体内に 

入りますと冷却不良や製品故障の原因となります。 
 

警 告 
・配線作業は有資格者のみが行ってください。 
・安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態では絶対に作 

  業しないでください。 

警 告 
・配管作業は有資格者のみが行ってください。 

・安全のため、配管の取り外しの前に必ず元の圧縮空気源と本製品を遮断してください。 

・本製品内に圧縮空気圧力が残っている状態で絶対に配管を取り外さないでください。 



IDX-OM-X003 

エアドライヤ 3 運転／停止方法 

3-1 運転前の確認項目 
3 - 1 

ID Series 

３    運転／停止方法 
 

注 意 
運転および停止は、本製品と付帯の設備製品について十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

 
3-1 運転前の確認項目 
試運転を行う前に以下の項目を確認してください。 

• 設置状態 
 目視にて、本製品が水平に設置されていることを確認してください。 

 本製品に重量物を載せたり、配管などにより無理な力を掛けないでください。 

• ケーブル接続 
電源ケーブル、アースは正しく確実に接続されていることを確認してください。 

• 空気配管 
圧縮空気の配管は正しく接続されていることを確認してください。 

3-2 運転 
以下の手順に従って運転を開始してください。 

① 圧縮空気を流して、本製品のＩＮ・ＯＵＴ側の配管からエア漏れがないことを確認してください。 

② スイッチを ON にするとランプが点灯し、運転を開始します。なお、加圧前に電源を入れるとチェックバル

ブの動きが悪く、始めのうち再生空気量が異常に多くなることがあります。 

③ 一日以上使用しなかった場合、吸着剤が湿っていることがあります。ヒートレス式エアドライヤの二次側の

バルブを閉めて使用前に 20～30 分程度、再生運転を行ってください。 

④ 吸着筒は約 150 秒ごとに左右交互に切り替わります。規則正しく切り替わっていることを再生空気の流れに

より確認してください。 

⑤ ヒートレス式エアドライヤの出口空気大気圧露点は上面のインジケータの色の変化で知ることができます。イ

ンジケータの吸着剤は破砕(通常は球状)や茶色等に変色していなければ再度使用できます。 

 

 

出口空気大気圧露点
インジケータの色 

吸着剤が青系統⇔ピンク系統の場合 吸着剤が橙系統⇔緑系統の場合 

-30 ℃以下 濃青 橙 

-18 ℃ 薄青 少濁橙 

-10℃ 薄ピンク － 

5 ℃ － 深緑 

※条件/入口空気圧力：0.7MPa、入口空気温度：30℃の時 

 

注 意 
・頻繁なスイッチの ON・OFF は故障の原因となりますので、行わないでください。 

・急激な圧力変動や流速変化が起こると、一旦除湿されたドレンが二次側配管へ流出する場合がありま

すので、そのような条件では使用しないでください。 

インジケータ色の目安 
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エアドライヤ 3 運転／停止方法 

3-3 停止 
3 - 2 

ID Series 

 
3-3 停止 

① スイッチを OFF にしてください。 

② ランプが消え、運転が停止します。 
 

3-4 運転開始時の確認事項 
運転開始時に、以下の項目を確認してください。異常が発生した場合には直ちに運転を中止してください。本製品

のスイッチを OFF し、供給電源のブレーカを遮断してください。 

・圧縮空気の漏れがないこと。 

・圧縮空気の圧力、温度、流量および周囲温度が本製品仕様内であること。 

・製品から、異常音、異常振動、異常臭が発生していないこと。 
 

3-5 長期間運転停止時の注意 
・週末等に本製品を 24H 以上使用しないときには、省エネ及び安全性の面から本製品の運転スイッチ、あるいは

電源を OFF にしてください。又、圧縮空気配管内の圧力を抜くことを推奨します。 
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4-1 日常運転中に確認すること 
4 - 1 

ID Series 

４   確認と点検 
 

4-1 日常運転中に確認すること 

日常運転中に、以下の項目を確認してください。異常が認められた場合は、直ちに運転を停止して「5 章 異

常の原因と発生時の対処」を参照してください。 

• エア配管に圧縮空気の漏れがないこと。 
• 運転中にランプが点灯していること。 
• 吸着筒は約 150 秒ごとに左右交互に規則正しく切り替わっていることを再生空気の流れにより確認

してください。 
• 製品から、異常音、異常振動がないこと。 
• 製品から、異臭、煙などが発生していないこと。 

 

4-2 定期的な保守について 

ヒートレス式エアドライヤの性能を十分に発揮させ、故障を未然に防ぐためにも 4-2-4 の点検要領

書に従って点検を行ってください。また、保守については以下のように実施してください。 

4-2-1 吸着剤の交換目安 
長期間の使用で吸着剤の劣化などにより性能が低下した場合は、吸着剤を交換してください。エアド

ライヤの出口空気大気圧露点は上面のインジケータの色の変化で知ることができます。インジケータの

吸着剤は破砕(通常は球状)や茶色等に変色していなければ再度使用できます。 

 
 
 

出口空気大気圧露点
インジケータの色 

吸着剤が青系統⇔ピンク系統の場合 吸着剤が橙系統⇔緑系統の場合 

-30 ℃以下 濃青 橙 

-18 ℃ 薄青 少濁橙 

-10℃ 薄ピンク － 

5 ℃ － 深緑 

 
 

注 意 
・インジケータの吸着剤にオイルミストが吸着されると色が茶色や黒色に変色する場合があります。こ

のような状態になると再使用できませんので、新品と交換してください。 

 また、本製品の手前に接続されているミストセパレータのエレメントも同時に交換してください。 

・インジケータ表示色による出口空気大気圧露点は目安であり、正確な露点温度が必要な場合は、露点

計を使用してください。 

 
 

インジケータ色の目安 



IDX-OM-X003 
ヒートレス式エアドライヤ  4 確認と点検 

4-2 定期的な保守について 
4 - 2 

ID Series 

 
4-2-2 サービスパーツ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着筒構造図 

吸着筒部品一覧表 

番号 参照する表
1 ケース -
2 パイプ -
3 E型止め輪 -
4 フィルタエレメント
5 Oリング
6 プラグ -
7 Oリング -
8 スプリング -
9 パンチングメタル -

10 フィルタエレメント
11 吸着剤
12 穴用C型止め輪 -
13 Oリング 表３

表１

品名

表２
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4-2 定期的な保守について 
4 - 3 

ID Series 

 

 

【吸着筒の分解、組立】 

吸着筒内の吸着剤を交換する際には、次の手順を経て作業を実施してください。 

（１）吸着筒の分解 
1. 配管ラインのストップバルブを閉じエアドライヤの圧力を抜いてください。圧力が抜けたことを確認後、

吸着筒を反時計方向に回し外してください。(二面幅 ID40□の場合:22、ID60□の場合:24) 

2. 吸着筒を取り外した状態から上下逆さにしてください。（ネジ部を上にする。） 

3. ⑫穴用 C 型止め輪を取り外してください。穴用 C 型止め輪の取り外しは専用工具(スナップリング取付プラ

イヤ)を使用すると便利です。 

4. ⑨パンチングメタル、⑩フィルタエレメントを取り外してください。 

5. ①ケースを逆さにして、ケース内の吸着剤を取り除いてください。 

6. ②パイプを引っ張り、内部の部品を取り出してください。 

7. 各部品をエアブロー等で洗浄してください。 

8. ④フィルタエレメントが目詰まりを起こしている場合は交換が必要です。 

また、④フィルタエレメントを交換する場合、同時に⑤Ｏリングを交換することを推奨します。 

9. ⑩フィルタエレメントと⑪吸着剤及び⑬Ｏリングは吸着剤の交換のたびに交換してください。 

なお、⑩フィルタエレメントと⑪吸着剤及び⑬Ｏリングをまとめた、吸着剤セットをご利用ください。 

 

（２）吸着筒の組み付け 

1. ④フィルタエレメントの溝に⑤Ｏリング（２ヶ）を入れてください。このﾌィルタエレメントを②パイプに取

り付けてください。 

2. ①ケース、⑧スプリングを入れてください。 

3.１項の②パイプを①ケースに入れてください。 

4. ⑨パンチングメタル、⑩フィルタエレメントを順に入れてください。 

5. 新しい⑪吸着剤を穴用 C 型止め輪の溝から 10mm 下まで入れてください。吸着剤の充填は、ケースに軽く振

動を与えながら行ってください。なお、吸着剤を充填するとき、②パイプは中央にくるようにし、パイプの

中に吸着剤を入れないでください。 

6. 新しい⑩フィルタエレメント、取り外しておいた⑨パンチングメタルを順に入れてください。 

7. ⑫穴用 C型止め輪を①ケースの溝に入れてください。 

8. ①ケースを逆さ（ネジ部を下にする）にした際に、②パイプの中に異物の混入がないことを確認してくださ

い。 

9. ①ケースのネジ部にグリースを塗布して、吸着筒を本体にねじ込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 交換部品品番

ID20* ID30* ID40* ID60*

4 フィルタエレメント ID-S0055 ID-S0056 2

5 Ｏリング KA00072 KA00074 4

番号 品名
手配品番

ID-S0054

手配数量

KA00066
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4-2 定期的な保守について 
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4-2-3 その他部品の交換 
吸着剤以外は定期的な交換は不要ですが、5章において交換が必要となった場合には、以下の品番にて

手配を行ってください。(名称は P1-1～P1-2 参照) 
 

 

・本製品のメンテナンスは、本製品とその付帯設備について十分な知識と経験を持った人が行なって

ください。 

・本製品をメンテンスする前に本取扱説明書に出てくる重要警告事項を注意深く読み、よく理解して

から行なってください。 

 
 

・本製品の部品交換・部品清掃の際には必ず本製品内の圧縮空気圧力を抜いて“０”としてください。

絶対に本製品の運転中や、内部に空気圧力が入っている状態で、吸着筒を取り外さないでください。

製品内に空気圧力が残っていると、部品をゆるめた際に、急激な部品飛び出し等の事故となる恐れが

あります。 

・運転中は高電圧のかかった電源供給部があります。高電圧のよって感電する恐れがあります。本製品

のスイッチを切って運転を停止してください。作業をするときは、お客様設置の漏電ブレーカを OFF

にして作業してください。 

・吸着筒内の吸着剤の交換作業では、作業時にドレン液に触れる可能性があります。お客様が規定され

ている作業者安全確保の手順に従ってください。 

 (例：保護用のメガネ、エプロン、手袋を着用し、身体に排液が触れないようにして作業を行ってく

ださい。) 

・吸着筒などの部品の洗浄には中性洗剤の水溶液を使用し、シンナーなどの溶剤は絶対に使わないでく

ださい。 

・吸着筒やケースの取外しの際は、怪我をしないように手袋を着用してください。 

 
 
 
 
 

表３　Ｏリング品番

ID20* ID30* ID40* ID60*

13 Ｏリング KA00460 KA00462 KA00064 KA00455 2（注）
（注）表２の吸着剤セット手配した場合、表３のＯリングは付属されますので、同時手配は不要です。

番号 品名
手配品番

手配数量

表２　吸着剤セット品番

ID20* ID30* ID40* ID60*

ID-200S ID-300S ID-400S ID-600S

低露点タイプ ID-200Z ID-300Z ID-400Z ID-600Z

（記号：Z）

手配数量

1

1

10・11

10・11
吸着剤セット内訳（フィルタエレメント・吸着剤・表３のOリング付き）

番号 品名
手配品番

標準タイプ
吸着剤セット内訳（フィルタエレメント・吸着剤・表３のOリング付き）

警  告

危  険
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＜ID20□、ID30□＞ 

名称 
ID200 

ID300 

ID201 

ID301 

ID205 

ID305 

ID206 

ID306 

ﾎﾞｰﾙ(ｳﾚﾀﾝ） φ11（品番：ID-S0026） 

ｲﾝｼﾞｹｰﾀ ID-DPM8 

ﾋｭｰｽﾞ ID-S0028 

ﾗﾝﾌﾟ ID-S0029 ID-S0030 

ｽｲｯﾁ ID-S0031 

2 ﾎﾟｰﾄ電磁弁 VT315-021G-X201 VT315-023G-X201 VT315-022G-X201 VT315-024G-X201

5 ﾎﾟｰﾄ電磁弁 SY7140-1G-X404 SY7140-3G-X404 SY7140-2G-X404 SY7140-4G-X404 

ﾊﾟｯｷﾝ ID-S0057 

ｻｲﾚﾝｻ AN20-02 

 

＜ID40□、ID60□＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 
ID400 

ID600 

ID401 

ID601 

ID405 

ID605 
ID406 

ID606 

ﾎﾞｰﾙ(ｳﾚﾀﾝ) 
ID40□：φ16（品番：ID-S0040） 

ID60□：φ22（品番：ID-S0049） 

ｲﾝｼﾞｹｰﾀ ID-DPM8 

ﾋｭｰｽﾞ ID-S0028 

ﾗﾝﾌﾟ ID-S0029 ID-S0030 

ｽｲｯﾁ ID-S0031 

2 ﾎﾟｰﾄ 

電磁弁ｾｯﾄ 
ID-S0010-0 ID-S0010-1 ID-S0010-5 ID-S0010-6 

電磁弁ﾕﾆｯﾄ ID-S0041 ID-S0043 ID-S0042 ID-S0044 

ｻｲﾚﾝｻ 2505-003-X203 
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ID Series 

 
 

4-2-4 点検要領書 
 

点検箇所 点検項目 点検具 点検基準 処置
毎日 一ヶ月 六ヶ月 一年

色 目視
正常：濃青
異常：ピンク

交換 ○

作動確認 石鹸水
目詰まりなく空気が流れ
ていること

交換 ○

吸着剤 - - - 交換 ○
フィルタエレメント - - - 交換 ○

ランプ
表示の
確認

目視
通電中は点灯しているこ
と

交換 ○

ヒューズ 作動確認
テスター

目視
溶断、端子の腐食のない
こと

交換 ○

スイッチ 作動確認
ﾃｽﾀｰ
目視

電源のON-OFFができる
こと

交換 ○

タイムチャートに従って運
転していること
単品でテストを行った時、
EXHより漏れのないこと。
タイムチャートに従って運
転していること
電源のON-OFFにした
時、二次側にエア漏れの
ないこと

サイレンサ - - -
洗浄

または
交換

○

Oリング - - - 1～3年で交換 ○
ネジ部 固定状態 目視 緩みがないこと 増し締め ○

シール部 ｼｰﾙ性 石鹸水 漏れのないこと
修理

または
交換

○

排気確認
耳
手

タイムチャートに従って運
転していること

取扱説明書の
故障原因と
対策を参照

○

再生空気
流量

流量計
仕様を満足していること
取扱説明書を参照

取扱説明書の
故障原因と
対策を参照

○

絶縁抵抗
絶縁

抵抗計
500Vの絶縁抵抗計で
3MΩ以上あること

取扱説明書の
故障原因と
対策を参照

○

外観
形状

目視
有害なキズ、腐食のない
こと

修理
または
交換

○

作動確認
目視
耳

タイムチャートに従って運
転していること

取扱説明書の
故障原因と
対策を参照

○

点　検　要　領　書

製品型式
製品名称 ヒートレス式エアドライヤ

ID20□-□02□，ID30□-□04□，ID40□-□04□，ID60□-□06□

インジケータ

○

○

排気ポート

その他

点検時期

５ポート電磁弁
または
電磁弁ユニット

作動確認
目視
耳

石鹸水

修理
または
交換

修理
または
交換

2ポート電磁弁 作動確認
目視
耳

石鹸水

 

 

4-1 ﾍﾟｰｼﾞ参照 
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５ 異常の原因と発生時の対処 
5-1 異常の原因と発生時の対処 
本製品に異常がある場合は、次表に従って調べてください。なお異常がある場合には、電源を切ってから販売店または

最寄りの当社営業所までご連絡ください。 

 
5-1-1 故障診断早見表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ランプがチカチカと点滅している場合はランプ寿命が近くなってきています。 

 (チカチカとは蛍光灯が切れる前に点滅する様なイメージです。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

ﾗﾝﾌﾟが点灯しない 

B 

出口で水が出る 
（4-1 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

C 

再生空気が流れない 

D 

再生空気が多い 

① 

電圧異常 

⑤ 

過負荷運転 

⑭ 

入口空気圧力が低い 

② 

ﾗﾝﾌﾟの不良 

⑥ 

再生空気の不足 

⑩ 

ｻｲﾚﾝｻの目詰り 

③ 

ﾋｭｰｽﾞの不良 

④ 

ｽｲｯﾁの不良 

⑦ 

5 ﾎﾟｰﾄ電磁弁または 

電磁弁ﾕﾆｯﾄの不良 

⑧ 

切換装置の不良 

⑨ 

吸着剤が寿命 

⑧ 

切換装置の不良 

⑪ 

2 ﾎﾟｰﾄ電磁弁の不良 

⑫ 

ﾁｪｯｸ弁の不良 

⑬ 

ﾌｨﾙﾀの目詰り 

⑦ 

5 ﾎﾟｰﾄ電磁弁または 

電磁弁ﾕﾆｯﾄの不良 

⑫ 

ﾁｪｯｸ弁の不良 
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5-1-2 故障原因調査要領、及びその対策 

原因 点検箇所、又は点検要領 対策 

①電圧異常 ﾃｽﾀで電圧を測定する。 適正電圧にする。 

②ﾗﾝﾌﾟの不良 

 ｲ）電圧異常 

 ﾛ）内部の抵抗の焼損 

 

①を参照 

ﾃｽﾀで端子間の導通をﾁｪｯｸする。 

 

交換 

交換 

③ﾋｭｰｽﾞの不良 

 ｲ）電圧異常 

 ﾛ）ﾗﾝﾌﾟの不良 

 ﾊ）ｽｲｯﾁの不良 

 ﾆ）切換装置の不良 

 ﾎ）5 ﾎﾟｰﾄ電磁弁または 

電磁弁ﾕﾆｯﾄの不良 

 ﾍ）2 ﾎﾟｰﾄ電磁弁の不良 

ﾃｽﾀで端子間の導通をﾁｪｯｸする。 

①を参照 

②を参照 

④を参照 

⑧を参照 

⑦を参照 

 

⑪を参照 

 

④ｽｲｯﾁの不良 

 ｲ）電圧異常 

 ﾛ）接点不良 

 

①を参照 

ﾃｽﾀで端子間の導通をﾁｪｯｸする。 

 

 

交換 

⑤過負荷 

 ｲ）入口空気圧力が低い 

 ﾛ）処理空気量が多い。 

 ﾊ）入口空気温度が高い。 

 

入口空気圧力を測定する。定格 0.3MPa 以上 

処理空気量を測定する。P1 の仕様による。 

入口空気温度を測定する。P1 の仕様による。 

 

圧力を上げる。 

処理空気量を減らす。 

ｱﾌﾀｸｰﾗの取付 

⑥再生空気の不足 “C項”再生空気が流れない。を参照  

⑦5 ﾎﾟｰﾄ電磁弁または 

電磁弁ﾕﾆｯﾄの不良 

 ｲ）電圧異常 

 ﾛ）ｺｲﾙ焼損 

 ﾊ）異物の混入 

 ﾆ）うなり 

 ﾎ）空気漏れ 

 

 ﾍ）弁の固着 

 

 

①を参照 

ﾃｽﾀで端子間の導通をﾁｪｯｸする。 

分解して内部をﾁｪｯｸする。 

ｲ）～ﾊ）項を参照 

弁ｼｰﾄ部への異物混入、締付部のゆるみをﾁｪｯｸ

する。 

手動により作動をﾁｪｯｸする。 

 

 

交換 

洗浄、又は交換 

 

洗浄、又は増締め 

 

交換 

⑧切換装置の不良 

 ｲ）電圧異常 

 ﾛ）ｶﾑ取付ﾈｼﾞのゆるみ 

 ﾊ）ﾓｰﾀ焼損 

 ﾆ）ﾓｰﾀ不良 

 ﾎ）ﾏｲｸﾛｽｲｯﾁの不良 

 ﾍ） ﾏ ｲ ｸ ﾛ ｽ ｲ ｯ ﾁの取付 

位置不良 

 

①を参照 

締付け具合をﾁｪｯｸする。 

ﾃｽﾀで端子間の導入をﾁｪｯｸする。 

回転をﾁｪｯｸする。1/5rpm 

ﾃｽﾀで端子間の導通をﾁｪｯｸする。 

ﾀｲﾑﾁｬｰﾄに従って作動しているかﾁｪｯｸする。 

 

 

増締め 

交換 

交換 

交換 

適正位置にする。 

⑨吸着剤が寿命 使用期間をﾁｪｯｸする。 

 交換時期：推奨１年 

交換 
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原因 点検箇所、又は点検要領 対策 

⑩ｻｲﾚﾝｻの目詰り 目詰りの有無をﾁｪｯｸする。 洗浄、又は交換 

⑪2 ﾎﾟｰﾄ電磁弁の不良 

 ｲ）電圧異常 

 ﾛ）ｺｲﾙ焼損 

 ﾊ）異物の混入 

 ﾆ）うなり 

 ﾎ）空気漏れ 

 

①を参照 

ﾃｽﾀで端子間の導通をﾁｪｯｸする。 

分解して内部をﾁｪｯｸする。 

ｲ）～ﾊ）項を参照 

弁ｼｰﾄ部への異物の混入、締結部のゆるみをﾁｪｯ

ｸする。 

 

 

交換 

洗浄、又は交換 

 

洗浄、又は増締め 

⑫ﾁｪｯｸ弁の不良 

 ｲ）ﾎﾞｰﾙの破損 

 ﾛ）ｵﾘﾌｨｽの目詰り 

 ﾊ）ﾊﾟｲﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰの不良 

 ﾆ）ﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄの目詰り 

 ﾎ）ｸﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞの不良 

 

傷の有無をﾁｪｯｸする。 

目詰りの有無をﾁｪｯｸする。 

ｼｰﾄ面の傷の有無をﾁｪｯｸする。 

目詰りの有無をﾁｪｯｸする。 

曲がりの有無をﾁｪｯｸする。 

 

交換 

交換 

交換 

交換 

修正 

⑬ﾌｨﾙﾀの目詰り 吸着筒上部のﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄの目詰りの有無をﾁｪｯｸ

する。 

交換 

⑭入口空気圧力が低い。 入口空気圧力を測定する。定格：0.3MPa 以上 圧力を上げる。 
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６ 資   料 
6-1 仕様一覧表 

           型式 

仕様 
ＩＤ２０□ ＩＤ３０□ ＩＤ４０□ ＩＤ６０□ 

使用流体 空気 

最高使用圧力  MPa 1.0 0.9 

最低使用圧力  MPa 0.3 

処
理
能
力 

入口空気流量 L/min(ANR) 100 192 415 975 

再生空気流量 L/min(ANR) 20 37 85 195 

出口空気流量 L/min(ANR) 80 155 330 780 

出口空気大気圧露点 ℃ 
標準タイプ：-30 ※1 

Ｚタイプ(低露点)：-50 ※2 

周囲温度及び使用流体温度 ℃ 5～50 

電源 V 

ＩＤ□００ 単相AC100/100～110(50/60Hz) 

ＩＤ□０１ 単相AC110(50Hz) 

ＩＤ□０５ 単相AC200/200～220(50/60Hz) 

ＩＤ□０６ 単相AC220(50Hz) 

許容電圧変動   ％ 定格電圧の-15～+10 

皮相電力     VA 26/21 31/27 

管接続口径 

Rc 

1/4 1/2 3/4 G 

NPT 

質量       kg 7 8.5 18.5 25 
 
※1 条件･･･入口空気圧力：0.7MPa、入口空気温度：35℃飽和の時 
※2 条件･･･入口空気圧力：0.7MPa、入口空気温度：20℃(飽和温度：10℃)の時 

[一次側に冷凍式エアドライヤを設置した場合] 
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6-2 外観寸法図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

単位：mm 

ブラケット 

4XφL 

取付穴 

IN 

管接続口径 

OUT 

型式 
管接続 

口径 
A B C D E 

取付関係寸法 ﾌ゙ ﾗｹｯﾄ 

品番 F G H J K φL

ID20□ 1/4 
240 120 45 

520
128.5 59.5 

95 

135 222 60 

9 

ID-S0058
ID30□ 

1/2 
615

ID40□ 
320 170 75 

850
243.5 66.5 183 302 88 ID-S0059

ID60□ 3/4 961
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6-3 電気配線図 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記号 部品名称 記号 部品名称 

SOL.1 5 ﾎ゚ ﾄー電磁弁 T 切換装置 

SOL.2 2 ﾎ゚ ﾄー電磁弁 LS1,2 ﾏｲｸﾛｽｲｯﾁ 

F ﾋｭー ｽ゙  M ﾓー ﾀ 

SW ｽｲｯﾁ R 抵抗 

PL ﾗﾝﾌ゚  - - 

 

作動系統図 

タイムチャート 

SOL.1 

SOL.2 
ON(弁：開) 

OFF(弁：閉) 

ON 

OFF 

電気回路図 

SOL.1 SOL.1 

SOL.2 SOL.2 
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6-4 構造と作動原理説明 
 
下図は構造図です。 

T1、T2は吸着剤を充填した容器であり、今 T1は空気を除湿しており、T2は再生されているとします。湿った空気

は、5ポート電磁弁を経て吸着筒T1に入ります。ここで除湿された空気はチェックバルブCV1を通りOUTに出て行

きます。このときチェックバルブCV2は閉じた状態であるため、オリフィスO2を通過した乾燥空気の一部は減圧さ

れて吸着筒 T2 に入ります。そして吸着剤に含まれている水分を脱着させて湿り空気となって、5 ポート電磁弁、2

ポート電磁弁を経て大気に放出されます。次に5ポート電磁弁を切り替えると吸着筒T1が再生、吸着筒T2が吸着

の状態となり、この繰り返しによって連続的に安定した乾燥空気が得られます。 

電磁弁の切り替えは、モータ、カム、リミットスイッチを組み合わせたタイマ（切換装置）で行っています。なお、

2 ポート電磁弁は吸着筒の切り替え時に生じる脈動の防止のために使用しています。すなわち、吸着時は、加圧下

ですが再生時は減圧されているため、この状態で切り替えたのでは空気の流れに脈動を生じます。このため、5 ポ

ート電磁弁の切り替え前に2ポート電磁弁を閉じ吸着筒を同圧にして脈動を小さくしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CV1 CV2 
O1 O2 

T1 T2 

OUT 

（乾燥空気） 

2ポート電磁弁 

EXH 

IN 

（湿り空気） 



 
 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂履歴 

 

改訂 E：2024 年 5 月 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

受付時間/9：00～12：00 13：00～17：00【月～金曜日, 祝日, 会社休日を除く】 

㊟ この内容は予告なしに変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

© SMC Corporation All Rights Reserved 

0120-837-838 
 

 
お客様相談窓口 

 

 

 
URL https://www.smcworld.com 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




